
前期基礎講座 「吉野作造の文章を読んでみよう」 アンケート 

お 客 様 の 声 ご 紹 介 （令和 5年 4月 8日分） 

●その他、ご意見・ご感想・取り入れてほしいサービスなど (自由記述・回答 9名) 

・日頃より大変お世話になっております。菅原です。引き続き、吉野について学んでまいりま

すのでよろしくお願いいたします。未回答 

 

・大変ありがとうございました。精一杯参加してみました。若者が巻き込まれた現状をしっか

り見たいと思いました。40 代 

 

・資料の事前配布、あいがとうございました。よく勉強して参加するようにします。70 代 

今後も講座よろしくお願います。70 代以上 

 

・ありがとうございました。今年度もよろしくお願いします。世界史の知識が殆どないので苦

労しています。ロシアについて、現状と比較しながら興味を持って話を聞くことが出来た。70

代以上 

 

・吉野作造の先見の明に改めて政治学のセンスを感じた。宗教の位置づけの難しさは今も昔

も同じ。新しい政治というより、歴史の振り返りが日本衰退脱出に今最も必要なのではない

か？50 代 

 

・吉野作造の言っていることを解説いただき分かりやすかったです。60 代 

 

・「同盟」と「協商」の違いを分かりやすく証明してくれた。それを踏まえて、吉野がこれら

をどう扱い分析していたのかがよく分かった。中国欧州への留学が大きく影響していた(そこ

で得た知識・見聞)とは言え、現在進行形のロシアにおける政変的確に分析していることに驚

かされた。60 代 

 

・当講座 2 年目です。ちょっと前に、池上彰の「キリスト教が分かれば世界が分かる(見え

る？)」という本を読み、キリスト教ユダヤ教イスラム教の関係を初めて知り、目からウロコ

が落ちました。作造もクリスチャンなので参考文献にと思ったのですが、少なくとも、キリス

ト教のことを知らないと西洋史が理解できないのでは？と思いました。世界史の授業を聞い

ても何も頭に残らなかったのは、こういうことも原因としてありそうです。50 代 

 

・第二回の資料は残っていたが、本日分の資料が足りなかった。「同盟」と「協商」の違いを

分かりやすく証明してくれた。それを踏まえて、吉野がこれらをどう扱い分析していたのかが

よく分かった。中国欧州への留学が大きく影響していた(そこで得た知識・見聞)とは言え、現

在進行形のロシアにおける政変的確に分析していることに驚かされた。60 代 


